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最近の超短波周波数変調無線電話装置

On the Latest VHF/FM Radio Equipment

野 瀬 昇* 鈴 木 虎 雄*
Noboru Nose Torao Suzuki

内 容 梗 概

150Mc措における 40kcセバレーショソ,60Mc帯における 30kcセバレーショソ化に伴い,電波

監理局より示された技術基準に基いて,最近口立製作所は約40機種にわたる新形超短波無線電話装置

を標準化した｡本文はそれら無線機の概略と特長を説明し,あわせて実際の性倖試験結果の一部を紹介
した｡

1.緒 口

近時払鯨波 FM無視電話装置の普及とともに,

一波樟における割当周波数の不足が問題となり,150Mc

祁においてほいち早く40kcセバレーショソの宍施を_比

るにいたったことはすでに述べたが(1),さらに60Mc帯

･においても30kcセバレーショソが実施されることにな

った｡ここにおいて,最近日立製作所ほ150Mc帯40kc

セバレーショソ,60Mc帯30kcセパレーションに伴う

新技術貯†らに基いた 妬皮 FM無線電話装置を新たに

L生産するにいたったので,以~Fにその概要を紳介

する｡

現在

超短波FM無線電話装置の概要

FM無線電話装置に広く使用

されている周披数帯には,30Mc瑞160Mcイ抗150Mc

祁などがあるが,このうち30Mc帯は警察げ,1珊坊庁,

伺鉄など特殊な分野にしか許11｣▲されていない｡-･般JIJと

しては,主として60Mc;Jif,150Mc持が川いられてい

-るので,60Mc闘および150Mc帯用無線機について

のみ述べることにする｡

150Mc揮および60Mc鵜川無線電話装~置については

1こ記のような点に注意して設計されている｡

(1)同じ

置は,

信Ⅲ力の150Mc群,60Mc樟用の装

受信機磯以外はすべて同一構造,同【･回路にな

るよう考慮した｡したがって筐体,制御部あるいほ了IiU

御器,電源部などは150Mc,60Mc帯川ともまった

く同一-･であり,かつ送受†言機 の振付寸法に を図

って,150Mc帯,60Mc撒~liの問に互換性をもたせ
∴

●
､

(2)丁子dじ送信日力の同定用装置,移動川装置には同

じ送受信機盤を依川してある｡

(3)各機種を通じ できるだけ同一回路,同一部品

を使用するよう考慮されている｡たとえば,150Mc

帯,60Mc帯とも一受信機に中間周波数として5.25Mc

*
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第1図 SEF-5002形150Mc/50W FM無線

話装置外観

455kcを使用してあり中間周波以降の回路は同一に

してあるなど｡

以上のような考慮を払うことにより,生産面では部品

量産による原価低減を図ることができ,一方使用者側か

らみれば,(i)保守用部品の種類が少なくてすむ,(ii)

各パネルに互換性があるので,固定用,移動用共通に予

備パネルを準備できる｡(iii)使用部品は移動用,固定

川共通に俳J･-Ijできるなどの 々の利点があることにな

る｡

(4)保守淑扱が容易なるよう特に注意した｡すなわ

ち床立筐体形のものほ前後両扉を開くことにより,各

盤の表裏面の点検が容易にできる｡卓上形またほ移動

用は後述するように簡単に本体のみを引出して点検で

きる｡さらに各密削こおける部品の配置は,半田ゴテが

自由にほいりうるよう考慮されており,かつシールド

板,端子板などの使用ほできるだけ避けて,

理の便宜を図ってある｡日局の

調整ができる｡

修胤古…

信機により受信機の

置自蔵のロータリースイッチにより

送受信機各部の電流を測定でき,かつ各調整箇所にメ
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ータ番号を明示して,調整の便宜を図ってあるなど｡

(5)温度上昇を極力少なくするよう考慮した｡詳細

についてほ後述する｡

(6)防振効果:エアーダンパ方式の防振脚(2)を用い

て効果的なる耐振性をもたせてある｡

(7)電気的 特性ほ電波監理局40kcセバレーショ

ソ,30kcセバレーション技術基 に基き設計した｡

以上のような注意のもとに,諸々の用 をこ応じて現在

約40機種が生産されつつある｡次章にこれらについて

説明することにする｡ただしすでに述べたように各機種

とも60Mc帯は150Mc滞に対応して作られているの

で,送受信機を除けば150Mc帯用装置についての説

明をそのまま60Mc帯に適応して考えていただきた

い｡

3.各機種の説明

(1)50W,25W,10W,床立形固定局(SEF-5002

形*,SEF-5003形,SEF-2502形*,SEFT2503形,

蔓嬰±p弓形*,SEF-109形)

舞1図の外観写真に示すように,床立形プレストーク

用固定局で縦形筐体内に送信機盤,受信機盤,制御盤,

電源盤の順に酉己列され,制御盤において対向局とプレス

トーク通話を行うことができるが,

さらに下記の機器を接続することに

より種々の用 に応ずることができ

る｡

(a)SCF-9形国定用司令制御

器:約50m以内の地点より操作

および通話することができる｡

(b)SCA-10形,本SCB-10形

遠隔制御器:約10km以内の地点

より4緑を偵用して遠隔操作およ

び通話ができる｡

(c)親子電話機:5へ-20 までの

子電話機を無線機に交換接続する

ことができる｡

これらの機種ほおのおのその 信

才一1I力により第1表のように,各形式

に区別されるがこれに使用する送信

機は50,25W用ほ150Mc荷SET

-151形送信機,60Mc帯SET-62

形 信機,10W 用は150Mc 帯

SETr153形送椙機,-60Mc帯SET

*托:下に傍線を施した形式ほ

150Mc帯の機種,そのすぐ後に

記した形式ほ,60Mc帯用のこ

れに対応する形式名である｡

低周波眉

変調人力
㌣二~､.･1P

第1表 60Mc-30kc,150Mc-40kc
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第2図 SET-151形150Mc/50W,25W送信機系統図

低周波題巾佑

第3図 SET-153形150Mc/10W送信機系統図
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セバレーション用日立標準形FM無線電話装置一覧表(括弧内の値ほ送信時の値を示す)

SEF-051

SEM-2502

SEM-104

SEM-051

SEM-25O2A

SEM-104A

SEM-051A

SEM-25D2B

SEM-104B

SEM-051B

SET㌧151

SET-153

SE′r-151

SI三T-153

SER-151

SElモー151

SEIく-151

SER-151

sET-151【sERp151
SET-153

受信関空中線

SER-151

装 置 形 名

SEF-5003

SEF-2503

SEF-109

Sl三F-5005

SEF-2505

SEF-107

SEF-105

SEIγ一052

SEF-054

SEM-2503

SEM-105

SEM-052

SEM-054

SEM-2503A

SEM-105A

SEM-052A

SEM-054A

SEM-2503B

SEM-105B

S一三M-052B

SEM-054B

送に機才診名l受信機形名

SET- 62

2

1

6

ごU

一

一

T

T

E

E

S

S

SET- 62

SET- 62

SET- 61

SET- 61

SET- 61

SE′l､一 62

SET- 61

SET- 61

E

E

E

S

S

S

62T

16+T

l′bT

SET- 62

SET- 61

SET- 61

SER- 61

SER- 61

SER- 61

SER- 61

SRE- 61

SI三R- 61

SER- 61

SER- 6l

司令制御器∵ト遠隔制御器l寸 法

SCF-9

顧客仕様による

SCF-9

SCF-10

(SEF-051用)

SCA-10

SCB-10

幅 奥行 高さ

600×450×1,500

180kg

脇客仕様による

SCA-10

SCB-10

(SIミF-051を除)

同 上

mm mm mm

460×410× 250

280×340× 210

mm mm mm

470×477× 252

460×410× 240

280×340× 210

mm mm mm

470×477× 252

460×410× 240

280×340× 210

mm mm mm

470×477× 252

460×410× 240

280×380× 210

同 上

35kg

15kg

35kg

30kg

13kg

l｢ ]､(ll ･

l

lわ抑少J

罪/局発
胴〟聖水晶
恒甥芸槽入リ

第4図 SER-151形150Mc受信機系統図

空中巌

低回演腰巾(71

第5図 SET-62形60Mc/50W,25W送信機系統図

一61形送信機である｡受信機はいず

れも150Mc帯にSER-151形受信

機,60Mc帯にSERr61形受信

を使用している｡これらの系統図を

第2～7図に示す｡これらのうち

SET-151

受信機の

た(1)ので,

形送信機と SER-151形

細についてはすでに述べ

ここでは60Mc滞用の

受信機について若干説明を加える

ことにする｡

舞2表および舞3表に今回監理局

より示された技術基

の性能を示す｡まず

いえi･ま,

と各送受信機

信機について

(a)逓倍段はいずれも復同調回

路を用いて選択度を上げた｡

(b)出力段には定K形出力炉波

器を用いて2fo,3foなどのスブ

リアス特性を良くした｡

(c)IDC 回路は150Mc鵜用

送信機と同じ回路を使用したな

ど｡

以上のように, 倍数が12

であること,したがって逓倍段が一

段少ないことなどの若干の相違を除
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空中線

低周波磨巾(7ノ

第6図 SET-61形60Mc/10W送信機系統
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第7l冥1SER-61形60Mc受信機系統図

けば,対応する150Mc の
友一

信榛

とほとんど同じである｡次に受信機

(SER-61形)ほ,

(a)高周波選択回路は150Mc,

帯と同じく 〃 同調力式を採用し

た｡特にコア一にi･ま温度に対して

安定度の高い磁性材料を使用し,

良好な受信機性能温度惰性を得て

いる｡

(b)相互変調,感度抑圧効果な

どを考慮して(1)(3),第1中間周波

段ほ増幅せず,高選択性の選択回

路を入れてある｡

(c)第1中間周波段以降ほブロ

ックフィルタの特性が異なるなど

多少の相違はあるが,150Mc野

川受信機とほとんど同じ山路を用

いている｡

このほか送信槻,受仁盲機とも水l晶

発振子ほ負荷容娼,水l払インビータ

ンスなどが150Mc川と同じである

など60Mc川の送受信磯はまったく

150Mc冊‖Jに対応して作られてい

る｡.実際の試験糾果として舞4表に

SET-62形送信機のスプリアス幅射

第2表150Mc,60Mc送 信機性能一 覧表

周波数範囲

送 信 = 力

周波数偏差

最大周波数偏移

スプリアス幅射

遮 倍 数

150Mc帯

1W以上

±0.003%

士10kc

描域膿一80dl)
梢域外一掘Odb

148～162Mc

59W,25W

±0.003%

±10】てC

148～162Mc1148へ162Mc

lOW 1 5W

±0.003%

±10kc

苗域内-80dbト昭域lパー80db
帝域外-60db

24

±0.003%

±10kc

子iFJ或rノ勺一8Cdl)
絹域外一60db

24

第3表150Mc,60Mc受信機性能--･覧表

60Mc樟

1W以上

±0.003%

±7.5kc

`ヤ
′rli■

域内-80db
域外-60db

54～68九′Ic

50W.25W

±0.003%

±7.51くC

帯域内-80db
持域外一60db

12

54～68Mc

lOW,5W

士0.003%

±7.5kc

神域内-80dl)

･甘城外-60db
12

54､68Mc

5W

土0.003%

二L7.5kc

帯域l刃-80db
m域外-60db

12

項 目

SEli-151

周波数範囲

中間周波数

受 信 感 度

帯 域 幅

選 択 度

スプリアス感度

相 互 変 調

感 度 低 ~F

音 声 出 力

150Mc弓拝

25kc離詞
70db以上

-80db以下

40kc,80kc

で65db 以上

10kcで

80db以上

148～162McE

第15.25Mc
箭2 455kc

人力OdbS/N
15dt)

6db低下
ゴニ12kc

25kc離調
80db以上

-どOdb以~F

40kc,80kc

で65db以上

4qkc で

80db以上

1W

S上J■一Uこ〉1

SEM-051,

A,B

局準-.▲基閏肯監技

148～162Mc:!

:‥㌧∴∴｢こ
入力6d笥矧
6db璧忘~!!
25kc離調
80db以上

-80db以下

40kc,80kc

で65db以上

40kcで

些b以上

0.5W

60Mc帯

20kc離調
70db以上

ー8()db以下

30kc,60kc

で65db以上

30kc で

80db以上

SER-61

54～68九tc

折15.25～Tc
酌2 455kc

SEF-054

SEM-054,

冬,B_

54～68Mc

第15.25Mc
第2 455kc

∃人力CdbS/Nl人力6dbS/N
r 15db

しアdb讐k｡
j20kc離調
180db以上

一80db以下

30kc,6Ukc

で65db以上

30kc で

80db以上

1W

20db

6db低卜

±8kc

20kc離調
80db以上

-80db以下

30kc,6ukc

で65db以上
30kc で

80db以上

0.5W

第4表 SET←62型送信機

のスプリアス棺射特性
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第8図 SER-61形受信機の選択度特性

､

妨害清人了二】昌;王(〆∂J

(次隣桔通信譲)

第10図 SER-61形受fii機の相互変調特性

特性,第8図にSER-61形受㍍機の選択度斗副生弟9図

に感度抑圧効果,第10図に相互変調特昭のデーターを

示す｡これら150Mc鞘および60Mc辟の送受信機は

後述するように_【-ii上形固定㍊,移動局などにも使用され

る｡

(2)50W,25W,10W,自動中継局および同時送受

話用固定局(SEFr5004形,鱒二509旦｣堕,SEF-2504

形,型二2亭q声_彩,SEF-106形,芦EFrlO?_担)｡

上述せるプレストーク方 同定局に白丑中継盤を追加

して日動中継,.あるいは同時送受話方式通話ができるよ

うにしたものでそのほかほプレストーク方式同定局と同

様である｡

(3)10W卓上形 定Iこ.)(SEF-102形,SEF-105形,

数 変 調 無 線 電 諸 装 置

感涙頼E勤黒

測定時の希望点茸度 r書J■占雑言綻圧感度一甜)

比刀比転のレノ＼ル

一路++一切 一都

程昌子ごコ≡ ∠♂誼

β ガ

周波禁芝=佑

第9岡 SEIモー61形受信機の感度抑圧効果

第11図 SEF-102形150Mc/10W 卓上形固定用

無線電話装置外観

第12図 SEM-104形150Mc/10W無線電儀装置

外観

SEF二些__塑),舞11図の外観写具に示すように横形

筐体内に電媒部,制御邪とともに150Mc帯(SEF【102

形)ではSETF153形送什粗 SER-151形受信機,

60Mc障(SEF㌧105形,SEF-052形)ではSET-61

形送信機直よびSER-61形受†言機を組込んで,小形

軽量にして設椚に低利なるよう｣‡i上形に設計されたも

ので,筐体前~面で次の操作ができる｡

(a)送′受話器を川いプレス1､-ク通話
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第13図 SEM-104形150Mc/10W無線電話装

構造図

パ 無線機装備固r傾穴式)

_J

-｢

`=弓
J

l

l

｣LJ

△ △
烏黍㌦㌻÷為カ※亮誓

♂ 窯掃磯装備釦縦穴式)

第14図 無 根 機装 備 説 明 図

電源の接断

電源電圧の調整および監視

送受信機各部電流の監視

さらに制御器を外部に接続すれほプレストーク固定局

の場合について説明したのと同様なる用途に応ずること

ができる｡なお本 置は小形化に伴う筐体内温度上昇を

防ぐため次のような考慮が払ってある｡

(a)筐体側面に換気穴を設けてある｡

日立評論別冊第27号

第15図 SEMTO51形150Mc/5W無線電話装置

構造図

(b)防塵効果をもたし,かつ換気能率を良くするた

め二重天井換気方式を採用している｡

(c)外筐内面に黒色塗装を施してある｡

(d) に的所局

流管付近などにほ,適当に熱

たとえば電源部整

蔽板を用いて直接熱幅

射によるほかの部分の性能酎ヒあるいほ短寿命化を防

いでいるなど｡

SEF-052形は送信出力を5Wに出力逓減したもので,

その他はSEF-105形とまったく同様であろ｡

(4)25W,10W移動局(SEM-2502,A,B,SEM

ー2503,A,B,SEM-104,A,B,SEM-105,A,B,SEM

づ李2,A!_寧)

本装置は25W,10W移動局用として 計されたもの

でその外観を弟12図に示す｡すなわち第1表に示すよ

うに固定局と同じ送受信機を移動用電 郡とともに同一

筐体に組込んだもので筐体前面で次の操作ができる｡

(a)送受 機を用いてプレストーク通話

(b)電源の接断

(c)送受信機各部電流の監視

にほ移動用制御器を接続して使用される｡本装置

ほ特に移動用無線 諸装置として次の点に注意して設計



最 近 の 超 短 波 周 波 数 変 調 無 線 装 置

第16図 SEM←051形150Mc/5W無線電話装置系統図

低周許支把巾けノ

第17国 SEM-054形60Mc/5W∵撫練電計i責荘重読図

されている｡

(a)狭い場所に 傭されることを想定して,装鍔の

着脱,保守点検の便宜を特に考慮した｡すなわち第

13図に示すような構造とし,装置全体は蓋,本体,

筐体,防振台と4部分に分けられ,電源部,送

受 耶ほ本体に 若されて一体となるので弟14図に

示すように,横穴式,縦穴式のいずれの装備方式にお

いても,わずかな空間があれば,督易に本体のみを引

出すか,蓋をあけて点検することができる｡

(b)装置の小形化に伴う筐体内温度上昇に対し次の

ような考慮が払ってある｡

･(i)筐†木内にある電源部のコンバータにフアンを収

り付けて回転せしめ筐体内の空気を強制闇崩する｡

これは筐体内温度上昇i･こ非常に効果があるとともに,

第18岡 SEM-051形150Mc/

5W無線電話装置外観

コンバータ整流子面で発生する

粉末を筐体外に排出し,炭素粉

末iこよる■事故を未然匿防ぐ効果も

ある｡もちろん移動局であるから

当然防塵性が要 されるので換気

取入口はガラスウール･フィルタ

を取り付けて防

ある｡

をもたせて

(ii)筐体内面く･･ま黒色塗装を施

し,筐体内発盤熱の吸収率を良く

Lて温度上井対策の一助としてあ

る｡

(c)防振効果:無線機の防振装

置についてほ従来よりしばしば開

脚こされ,ピラミッド形よりフォ

ームドラバー形と防振脚は次第に

その変遷を ねてきたが,無線機

が装備される自動車の振動,衝撃

姿態の分析および防掠脚のバネ定

数の非配線部分の研究などの結

果,エアーダンパー方式が最も良

好なる防振効果を有することが

理論的王･こも実験的にも確められ

た(2'｡したがって移動J~胴貼緑電話装~跡こ全面的にエア

ーダンパー方式を採用し,現在一年有余を経るも寿命

の瓜で実用上なんらl~矧題がない｡

(d)小形軽量化:上記のように各種の泉作を満足せ

しめる一方,使用部品の′ト形化,配置検討,使用材料

の吟味と強度的に必要最小限度の材J割勘肌こより装置

の小形軽量化を図り,25W形の 置に至っては旧

装置に比し約16%の拝潰低減率を得ている｡

なお替形式においてA形,B形とあるのほ電源入力電

圧12V,24VJTJを示す｡ SEM-052,A,B形は 信【11

力を5Wに出力低減してある以外はSEM-105,A,Bと

まったく卜｣じである｡

(5) 5W

-051,A,B,

這,移動局(SEF-051,SEF-054,SEM

声EM｣)弘A,巧)
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本装置ほタクシ無線局,簡易無繰局などをト=1的として

下記の点を注意して設計されたものである｡

(a)小形軽量化を第一に考えて設計されており,前

述せる10W形移動局に比較して容積ほその約55%,

重量ほ約50% しかない｡.

(b)装i■聖の簡易化とともに取り扱いの簡便化のた

め,いっさいの制御機能を制御器にのみもたせた｡

(c)送受信機を同一シャーシに混合配置して小形化

と,量産化による頂価低減を図り,電視別のみをほめ

込み式にして交流電源,直流6V川,12V川,24V何

のいずれの電源をもきわめて容易に交換して使〔1でき

るように考値:してある｡

(d) 脱は容易であり,移動局の防

振台を脱し,電源を取り換えればそのまま固定局にな

るので,交直両J~rlとして使用できる｡第15図にその

構造を示すし

(e)複合管の依川,

および材料の使川法,

滅を牒圧,無縦

ている｡系

に示す｡

仁p
FtL

恒1路の簡易化,合理的なる■糀品

および量産化設計により悔(価低

Fモの普及形を志l対して設計され

図を第1る,17図に,外観写真を第18図

(f)タクシなど′J､絢i主二の蓄電池電備に応ずるため,

消炎電力を械力少なくし(策1表参照)かつ通†言量の

別冊第27号

少ない場合の待受電力消費節約のため,待受時に送信

機ヒータ電流を断にすることができるようになってい

る｡

(g) 受甘魔の電気的性能ほ40kcセバレーショ

ン,30kc セバレーション技手l音基準に完全に合致して

いる｡

以上のように本装置は程々の考 のもとに設計製作さ

れているので,タクシそのほか一般簡易

良く適合しており,その川

れる｡

4.緯

用無線局に

はきわめて広いものと思わ

150Mc帯,60Mc帯における 40kc,30kcセパレ

ーションの呉施に伴い,その技術基

に設計された′超短波無線電話装置につき,

いて今回新た

その概要と持

長を簡略ながら述べた｡大方の御批判をいただければ宰

甚と存ずる次第である｡澗 するに当り穐々御指導をい

ただいた電波監理局,電波研究所の関係各位ならびに日

立製作所の関係各位に深く感謝する｡

1

2

3
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し
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